
事業種類 事業名

必要性 重要性 効率性 緊急性 計画熟度 総合評価
現地
調査

(主)松本和田線

城東
じょうとう

～清水
しみず

合　　　　　　　　計 1箇所 450,000

全体事業費
（千円）

完了
予定
年度

県の
評価
案

A A A

電線共同溝を整備することで、安全で快
適な通行空間の確保、景観及び防災面の
向上が図られるため、令和5年度新規事
業化が必要であると判断する。

所管課の意見が妥当であると判断す
る。 ― ―

事業
着手

― ○ 　

(様式１-1)　新規評価総括表

道路付帯施設の整備 無電柱化推進

備考

1 松本市 電線共同溝工　450m 450,000
2027
(R9)

A B C

箇　所　評　価

所管課の意見 政策評価室の意見番　号 市町村名 申請
評価
の決
定

事業
着手

第三
者意
見聴
取

（ふりがな）
箇所名

事業概要

建設部　道路管理課

採択

○

評価
監視
委員
会意
見


